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目 的　 食 生 活 の 欧* 化 に 伴 い 、 近年 動 脈 硬it 性 疾 患 が 増 加し つ つ あり 、 高 脂 血 症 特 に 高

コ レ ス テ □  ー ル 血 症 が こ れ ら 発 症・ 増 悪 に 密 接 な 関 係 があ る とさ れ て い る 。 日 常 摂 取 する

食 品 で も 特 に 卵 黄 は コ レ ステa  ー ル 含 量 の 高 い 食品 で はあ る が 種 々 実 験 に よ っ て 、 摂 取 量

と 血 中 コ レ ステ ロ ール と に 密 接 な 相 関 の ない 事 が 確 認さ れて い る 。 こ れ は 吸 収 量 に 限 界 の

あ る｡こ と と 、 卵 黄 成 分 中 に 有 効 作 用 の あ る こ と が 想 定さ れ る 。 そ こ で 先 に わ た く し 共 は 卵

黄レ シ チ ン 投 与 が ラ ット 血 清 脂 質 に お よ ぼ す 影 響 とし て 、 特 にH    D   L   -   コ レ ス テ ロ ール 値

の 増 加 傾 向 に あ る こ と を 報 告し た。 今 回 引 き 続 き 卵 黄レ シ チ ン のp  u r e な も の 、 お よ び 卵 黄

中 性 脂 肪 投 与 に よ る 血 清 脂 質 な ど の変 動 につ い て 検 索 を 試 み た 。

方 法　 前 回 同 様 ウ ィス タ ー系 雄 ラッ ト の 幼 若 群 と 成 熟 群 を 用 い て 投 与 実 験を 実 施し た。

卵 黄 レ シ チ ン 投 与 群は 粗 脂質4 ．6  ％ の 基* 飼 料 にpu  r e な も の1    %   ･    3   % ・ お よび5  ％ 添;>n

群 と し 、 そ れぞ れ ６ 週 間 並び に12 遇 間 飼 養し 血 液 を 探 取 、 分 析 し た 。 卵 黄 中 性 脂 肪投 与 群

も 同 様 、 基 本 飼 料 に3    % お よ び5    ％ 添 加 群 に つ い て そ れ ぞ れ ６ 週間 並 び に1  2週 間 飼 養し 血

液を 採 取 、 分 析し た 。

結果　 卵 黄 レ シ チ ン 投 与 群 で は い づ れ もH    D   L   -   コ レ ス テ ロ ール の 増 加 が 認 め ら れ 幼 若

の 変 化 は 徴 増 で あ っ た が 成 熟12 週 飼 養5  %  添 加 群 で 著 し い 増 加 が みら れ た 。 一 方 卵 黄 中 性

脂 肪 投 与 群 で は 逆 に 幼 若 群 に お い てHDL- コ レ ス テ ロ ール の 増 加 傾向 が み ら れ た 。 血 清

遊 離 廂 肪 酸 値 は 各 群 共 饉か で あ る が 増 加 傾 向 を 示 し た が 、同 時 に 血 清 ア ルブ ミ ン 値 も 増 加

傾向 を 示 し て* ■ り 血 液 循 環 に は良 好 な 結 果 が 得 ら れる も の と 思 考さ れ る 。


